
　集団感染が起きた大型クルー
ズ船「ダイヤモンド・プリンセ
ンス」号に乗船していた町内の
60 代女性に、船内の状況や下船
後の過ごし方について聞いた。
　1 月 20 日に横浜を出発。鹿
児島→香港→ベトナム→台湾
と巡り、最初に船内の異変を
感じたのは、沖縄に就航した 2
月 1 日。検温と問診票の記入
を行うよう言われ、下船が予
定より 4 時間近く遅れた。横
浜に着いた 3 日夜、香港で下
船した人が感染していたこと、
14 日間の船内待機がアナウン
スで伝えられた。
　停泊中は埠頭側に多少傾い

ている感じで「だんだん自律
神経がおかしくなった」。常備
薬が切れそうでフロントへ連
絡するも、混み合って全く繋
がらず「横浜に停泊していた
のだから、せめて国内の対応
窓口を設置してほしかった」。
　部屋から出られない状態が
続き、船のデッキへ順番に出
られるようになったのが 12 日
で、「階段を上るのも辛いほど
体がなまっていた」。
　20 日に下船できたが「その
後の過ごし方については何も
言われず、自己判断に任せる
とのことだった」。それでも 2
週間は、自宅から一歩も出な
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■ 軽井沢警察署、中部電力と協定

　軽井沢警察署は 2 月 26 日、中部電力株式会社電力

ネットワークカンパニー佐久営業所と地域安全に関す

る協定を結んだ。同社は通常業務の中で、事件や事故

の発生や不審者を認知したときの通報、助けを求めて

きた子どもの保護、高齢者を狙った特殊詐欺防止の声

かけ活動などに協力する。

　
軽
井
沢
町
と
信
州
大
学
社
会
基
盤
研

究
所
は
4
月
か
ら
、「
軽
井
沢
健
診
」

と
題
し
、
認
知
症
の
早
期
発
見
を
目
指

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
す
る
。
軽
井

沢
病
院
で
高
齢
者
4
0
0
人
の
健
康
診

断
を
継
続
的
に
行
い
、
令
和
2
年
度
か

ら
7
年
度
に
か
け
て
5
年
間
の
デ
ー
タ

を
収
集
、
分
析
す
る
。
慢
性
的
な
医
師

不
足
に
直
面
し
て
い
る
軽
井
沢
病
院

で
、
認
知
症
の
早
期
発
見
と
い
う
臨
床

と
研
究
が
で
き
る
と
謳
う
こ
と
で
、
医

師
が
働
き
た
い
病
院
づ
く
り
、
医
師
確

保
を
目
指
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明

が
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
で
、
軽
井
沢

病
院
の
篠
原
事
務
長
は
「
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
す
れ
ば
、
学
位
も
取
れ

る
と
い
う
こ
と
で
先
生
が
集
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
健
診
の
対
象
と
な
る
の
は
、
既
に
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
を
除
く
65
歳
以

上
、
90
歳
未
満
の
町
民
で
、
令
和
2
年

度
2
0
0
人
、
3
年
度
2
0
0
人
を
募

ダイヤモンド・プリンセンス号乗船の町内女性が訴え

「検疫体制の確立など、平時に準備強化を」

いと決めた。佐久保健所から
は毎朝連絡があり、検温記録
を報告するも「『困っているこ
とは？』などのフォローは特
になし」。
　買い物は、町内の友人に必
要なものを伝え、玄関先に置
いてもらうようにしていた。

「頼れる人がいたのでありがた
かったが、そうでない人は厳
しかったはず」。下船から 13
日間が経過した 3 月 3 日現在、
容態に変化はないという。
　今回の感染拡大を教訓に、
女性は「平常時に準備を進め、
何か起きたときに対応できる
状態にしておかないといけな
い」と強調。権限を持った機
関のもと、検疫体制の確立と
感染を拡大させないプログラ
ムづくりが急務と訴えた。

臨
床
と
研
究
が
で
き
る
病
院
へ

医
師
確
保
を
目
指
す

■ あさま山荘事件の殉職警官を慰霊

　1972 年のあさま山荘事件で殉職した 2 人の警官を慰

霊する式典が 2 月 28 日、顕彰碑「治安の礎」前で行わ

れた。地元の警察や地域住民ら 25 人が黙祷を捧げ、花

を手向けた。当時、人質救出の鉄球作戦に協力した白

田弘行さんも参列。「どうしても当時を思い出す。安ら

かに眠ってくださいと声をかけた」と話した。

■ G20 町民会議解散へ、活動報告も

　2019 年 6 月に開かれた G20 関係閣僚会合の準備を進

め、事前イベントなどを開いていた官民連携組織の軽

井沢町民会議は、2 月 27 日に収支などを発表した。町

民会議は町から約 1900 万円の委託料を受けて活動。視

察や、会議費、イベント費用などで約 1400 万円支出が

あった。残金は町に返還する。同日町民会議は解散した。

集
す
る
。
受
診
者
は
自
己
負
担
な
し
で

病
院
で
検
査
を
受
け
る
ほ
か
、
自
宅
で

血
圧
や
塩
分
摂
取
量
、
睡
眠
日
誌
な
ど

を
記
録
す
る
。

　
軽
井
沢
町
は
信
州
大
学
・
東
京
大
学

と
の
連
携
で
毎
年
5
0
0
0
万
円
を
寄

付
し
て
い
る
が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
新
た
に
別
途
予
算
を
計
上
。
令

和
2
年
度
は
1
5
0
0
万
円
を
検
査
費

用
や
人
件
費
に
充
て
る
と
い
う
。

「軽井沢健診」令和 2 年度 1500 万円計上

　
信
大
・
東
大
と
の
連
携
に
よ
る
寄
付

講
座
設
置
か
ら
間
も
な
く
2
年
と
な

る
。
こ
の
間
の
町
か
ら
の
寄
付
金
1
億

円
の
使
途
に
つ
い
て
、
軽
井
沢
新
聞
社

で
は
昨
年
9
月
か
ら
信
州
大
学
に
情
報

の
公
開
を
求
め
て
き
た
。
予
算
差
引
簿

の
一
部
が
開
示
さ
れ
、
ド
ラ
ム
式
洗
濯

乾
燥
機
（
約
18
万
円
）
や
掃
除
機
（
7
万

円
）、
テ
レ
ビ
2
台
、
コ
タ
ツ
な
ど
の

家
電
製
品
を
始
め
、
文
具
や
事
務
用
品
、

浴
室
サ
ン
ダ
ル
や
物
干
し
ざ
お
等
生
活

用
品
、専
門
書
や
雑
誌
、毎
月
の
洗
車
代
、

光
熱
費
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
予
算
の

大
半
を
占
め
る
人
件
費
（
予
算
額

4
9
0
0
万
円
／
年
）
に
つ
い
て
は
開

示
さ
れ
ず
、
勤
務
実
態
を
示
す
出
勤
簿

な
ど
も
す
べ
て
黒
塗
り
で
の
回
答
だ
っ

た
。

　
信
大
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
2
0
1
8

年
度
は
月
1
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

他
、
開
所
式
や
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
会
、

セ
ミ
ナ
ー
4
回
、
町
民
講
座
1
回
が
行

わ
れ
た
。
町
は
講
座
開
設
に
併
せ
て
軽

井
沢
病
院
へ
の
内
科
医
派
遣
を
求
め
て

い
た
が
、
2
0
2
0
年
3
月
現
在
新
た

に
3
名
が
着
任
し
て
い
る
。
医
師
の
給

与
は
寄
付
金
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

2
年
間
で
1
億
円

寄
付
講
座
費
用
、
使
い
道
と
成
果
は
？

軽井沢病院

■ 間仕切りなど提供で　御代田町と NPO が協定

　NPO 法人「ボランタ

リー・アーキテクツ・

ネットワーク」と御代

田町は 3 月 2 日、大規

模災害時に避難所で使

用する、間仕切りシス

テムと段ボール製簡易ベッド供給に関する協定を結ん

だ。災害時、町が同 NPO に要請し、必要な数の間仕

切りとベッドを送ってもらう。間仕切りは、紙パイプ

と布を組み合わせて簡単に作ることができ、東日本大

震災などでも使われた。小園拓志町長は「災害訓練な

どで設営したり、日頃から親しんでもらえるようにし

たい」と、何セットかは備蓄する考えも示した。

■ 感謝を伝える結婚式、グランプリに

　軽井沢ウエディング協会加盟の 6 社が 2 月 19 日、

2019 年度に自社でプランニングした結婚式を発表し、

グランプリを決めた。選ばれたのは「想い～はじまり

の一言」をテーマにスピーチした「軽井沢プリンスホ

テル フォレスターナ軽井沢」の高橋奈央さん。埼玉

県出身の新郎新婦が両親

へ感謝を伝える結婚式を

企画。「結婚式は誰に気

持ちを伝え、どう想いを

伝えるのかが大切だと思

います」と高橋さん。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
座
り
心
地
を

確
か
め
る
町
長
。


